
実践心理学科対象プロブラム

プログラム

目的

内容

担当者 岩井 阿礼 実施回数
全１回の講演会形式、２コマ続き

で行う。

実施曜日 実施時限

実施場所 受講対象者 実践心理学科１・２年生

申込先 岩井先生まで 締め切り

備考

プログラム

目的

内容

担当者 千葉 浩彦・中坪 太久郎 実施回数 前期（１回）

実施曜日 月曜 実施時限 ３限

実施場所 受講対象者 実践心理学科の学生

申込先 中坪先生まで 締め切り

備考

このプログラムでは，主に本学の実践心理学科を卒業して，各方面で活躍している先

輩をゲストスピーカーとして呼び，実際の仕事の様子について話をしてもらう。それ

ぞれの現場で求められるスキルや，その領域で働くためにはどのような準備が必要な

のかなど，参加者からの質問も交えながら，今後の進路選択に有用な講義を行ってい

く予定である。

心理学×資格コラボ

(1)大学で学ぶ心理学を、社会に出てからの仕事に、どうやってつなげるかを考える機会をつくる。

(2)資格を取ることにどのようなメリットがあるのかを考える機会をつくる。

(3)どのような資格がどのような仕事に活かせるのか、その概略を学ぶ。

第１部　心理学を一般就職に活かすには：心理学×資格のコラボのススメ

（「消費者行動の心理学」など心理学の多様な領域と、販売士他8つの資格を結びつけて、一般就職の面接で「自分の

物語」をつくる方法を講義。資格についても概略的な説明を行う）

第２部　淑徳の先輩の経験に学ぼう！

 (語学系、福祉系、ビジネス系など、様々な資格をもった淑徳卒業生8名が、どうやって心理学と資格を結びつけて仕事

に活かしているか、パネルディスカッション、会場との質疑応答を行う)

＜取り上げる資格＞　TOEIC・英語検定／中国語検定ITパスポート／簿記／宅建／販売士／色彩検定／

心理専門職を知ろう

実践心理学科を卒業した後の進路の見通しを示すために，本学の卒業生による講義を行い，心理

専門職への理解を深める。将来の進路についての具体的イメージを得る。



プログラム

目的

内容

担当者 渡辺 由希 実施回数
講義および演習

（オンラインとなる場合もある）

実施曜日 実施時限

実施場所 受講対象者 実践心理学科3年次生以上

申込先 大橋先生まで 締め切り

備考

プログラム

目的

内容

担当者 実施回数

実施曜日 実施時限 5時限目

実施場所 受講対象者
大学院進学を希望する学部3年生以

上

申込先 締め切り

備考

本講座は、研究計画書作成に関する、以下の一連のプロセスについて課題や演習を行う。

①文献読解：文献を読むためのポイントをおさえ、指定された文献を読み込み、内容を理解する。さら

に、理解した内容を他者へ伝える。

②先行研究の検索・収集：論文検索や収集のためのスキルを獲得し、　実際に先行研究を収集する。

③研究計画の立案・計画書作成：①、②をふまえ、実際に研究計画を作成する。

以上、３点を中心に、心理学の基礎知識なども確実なものにしていく。

心理系公務員試験対策講座

大学において学んだ心理学を活かした仕事に、心理系公務員の仕事がある。本講座は、心理系国家公務員

および地方公務員を目指す人たちに対し、職種の説明からはじめ、最終的に試験に合格するための力を要

請することを目指す。

最初に心理系公務員とは何かについて説明する。それから、試験に受かるためには何をしなけれ

ばならないかについて説明する。そのうえで、具体的な心理系公務員試験対策を行っていく。試

験対策は、教養試験対策、専門試験対策、人物試験対策の3つの柱から構成される。本講座で

は、2番目の専門試験歳策に重点を置いたトレーニングを行う。1番目の教養試験対策について

は、キャリア支援センターが行っている公務員試験対策講座も並行して受講することが望まし

い。なお、授業は講義および演習のスタイルをとる。

心理学系大学院受験対策講座

本講座は、心理学系大学院進学を希望する学生を対象に大学院受験の際必須となる知識やスキルの

習得を目的とする。具体的に本講座では、研究計画書の作成に関する知識やスキルの習得を目指

す。



プログラム

目的

内容

担当者 松本 良恵 実施回数 通年（全２４回）

実施曜日 金曜 実施時限 ４限（後期は５限）

実施場所 受講対象者
実践心理学科2、3、4年生、

大学院生

申込先 神先生まで 締め切り

備考

心理学統計徹底学習プログラム

「単なる数値」の背後に隠された統計法の知識と実践的技能を身に着け、その知

識を他者に伝える力を養うことを目的とする。

統計検定２級レベルの統計学の知識と実践的技能について基礎から学び、その

背景にある論理を理解して論理的思考力を研ぎ澄ます。


